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　市民図書館の歴史展示室『タイムシップ
塩竈』をたずねてみました。
　このコーナーでは，塩竈のむかしから今ま
での歴史が一目でわかるようになっています。
　むかしの塩竈で人びとがどんなくらしをし
ていたのかみてみよう！

ひ と めれ き し

（１）塩竈のむかし

タイムシップ塩竈

伊保石 千賀の台

『タイムシップ塩竈』の入口 むかしの駅や船の模型もあるよ

発掘された土器もあるよ 塩竈の歴史が学べる資料がいっぱい！

し　みん 　と 　しょかん

も 　けい

ど き しりょう

れき　し　てん　じ　しつ

はっくつ

５ 郷土につたわるねがい５ 郷土につたわるねがい
きょう　どきょう　ど
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シオガマゾウ 　シオガマゾウはおよそ２，５００
万年前の「新生代」という時代に
塩竈で生きていたゾウの祖先です。
　松本彦七郎という東北大学教授
が市内小松崎から歯の化石を発見
しました。
　シオガマゾウの生きていた姿の
模型は「仙台市科学館」に展示さ
れています。

　浦戸寒風沢出身の津太夫と佐平
ら，乗組員１６人を乗せた「若宮
丸」は米や木材をつんで江戸に
向けて，石巻港を出発しました。
　しかし，悪天候で遭難し，太平
洋を漂流してロシアの島にたどり
着きました。
　１１年もの長い年月の後，ロシ

ア皇帝に帰国を望んだ津太夫と佐平らは，首都ペテルブルグ（今のサン
クトペテルブルグ）からロシアの軍艦に乗せられ大西洋を通って長崎に
帰ってくることができました。
　このお話は大槻玄沢という仙台藩の蘭学者が聞き取りして「環海異聞」
という本にまとめました。
　この時代の日本は「鎖国」により外国に行くことができませんでした
が，津太夫と佐平らは日本で初めて世界一周を成し遂げたのです。

しんせいだい

たいへいあくてんこう

てん　じも 　けい せ ん だ い し か が く か ん

こうてい

シオガマゾウ復元模型
（仙台市科学館蔵）

ロシア皇帝
（環海異聞より）

ふくげん　も　けい

さ 　こく

かんかい　い　ぶん

うら 　と　さ　ぶ 　さわ

津太夫と佐平
つ　だ　ゆ う さ 　へ い

そ 　せん

まつもとひこしちろう とうほくだいがくきょうじゅ

こ 　まつざき

すがた

か 　せき

　　しゅっしん

のりくみいん わかみや

まる

いしのまきこう

そうなん

よう ひょうりゅう

しゅ 　と

たいせいよう ながさきぐんかん

せんだいはん らんがくしゃ

とな

おおつきげんたく
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（２）港をつくる
むかしのみなと

海ができたころの
ようすを調べてみ
ましょう。

　塩竈に港ができたのは，ずいぶん
むかし（奈良時代）のことです。
　室町時代になると，漁船がたくさ
んやってきて，多くの魚を水揚げす
るようになり，港は栄えました。
　しかし，仙台藩北部からとれた米
などは，貞山運河を通って仙台へ運
ばれたため，塩竈の港に来る船が少
なくなりました。
　そこで，１６８５年（江戸時代）
仙台藩４代藩主綱村公から魚を必ず
塩竈の港に水揚げさせる命令を出し
てもらい，港のおとろえを防ぐこと
ができました。

　浦戸の寒風沢や石浜は海が深いの
で大きな船の入ることのできる港と
して栄えました。
　寒風沢をはじめてつくったのは，
長南和泉守（江戸時代）という人です。
　明治のころになると寒風沢港には
じょう気船が立ちより，東北と東京
を結ぶ大切な港となりました。
　石浜には荷物をあつかう店がつく
られて栄えたこともありました。

ていざんうん　が

な　ら　じ 　だい

いしはまう ら 　と さ　ぶ 　さわ

き 　せん

ぎょせんむろまち　

え　ど　

せんだいはん

だいはんしゅつなむらこう

ちょうなんいずみのかみ

に 　もつ

ふせ

めいれい

とうほく とうきょう

今の寒風沢港

今の石浜港

だ　て　つなむら

みず　あ

さかしら

　
　

仙台藩４代藩主　伊達綱村
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開港場 　明治のはじめごろ，塩竈の港
にはしだいに土や砂がたまり，
浅くなって，大きな船が出入り
することができなくなりました。
　そのため，塩竈の港はしだいに
おとろえていきました。
　このようなありさまを見て，
人々は，港をもっとりっぱに大き
くして，まちににぎわいをとりも
どそうとしました。
　そのころの戸長（今の市長）の
菊地雄治や村の代表の遊佐快真 ,
海老徳右エ門，鈴木平八，遊佐

寿助，白石廣造などの人々は海を埋め立てしたり航路を
深くしたりして，大きな船が入れるように国や県の
役所にお願いをしました。

めい　じ

やくしょ

こう 　ろ

ちっこう

開港場（今の本塩釡駅前）明治 40 年頃築港の碑（シオーモの小径） ほんしおがまえきまえ

こ　ちょう

あさ

し　ちょう

きく　ち　ゆう　じ ゆ　さ　かいしん

え　び　とく　う　え　もん

しらいしこうぞう

ふか

すず  き  へい はち ゆ さ

じゅすけ

塩竈の発展のため
に，人々はどんな
努力をしたのでしょ
うか？

こ　みち

か い こ う 　ば

白石廣造

菊地雄治

遊佐寿助

う
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みんなの力を合わ
せて，港をつくっ
たんだね！

　また，港をつくるために一軒の家
から１７日間の労働のお手伝いと，
お金の寄ふをよびかけました。
　このようなことがあって，国からも
お金を出してもらって，港をつくる

工事が１８８２年（明治１５年）に始まりました。
　そして１８８５年（明治１８年）に，今の本塩釡駅前ふきんに１７，０００
平方メートルの埋め立て地と，南がわに，約３６０から３７０メートル，
北がわに，約１８０メートルのがんぺきができました。
　そのころの人々はここを「開港場」とよびました。
　さらに，１８８７年（明治２０年）に日本鉄道塩竈駅（塩釡線）が今
の本塩釡駅につくられ，上野～塩竈間が鉄道でむすばれました。

はじ

ろうどう

き

にっぽんてつどうしおがまえき

うえ　の

かいこう　ば

開港場（東側）

開港場（西側）

て　つだ

今のようす

今のようす

けん

う　
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３千トンがんぺきと
 1 万トンがんぺき

　船の交通がさかんになると，
塩竈の港をりっぱにしようと，
多くの人々が，熱心に国や県に
働きかけました。そして，１９１５年
（大正 4年）近代的な港をつくる
工事が始まりました。
　港の南がわの島やみさきをくず
して海を埋め立て，浅い海のどろ
をとりのぞいて航路をととのえま
した。港には３千トンの船が入る
ようになり，貞山通，中の島，尾島
町などのまちなみができました。
また，港までの広い道路や鉄道，
運送会社や倉庫もつくられ，工事
が終わったのは１９３３年（昭
和８年）です。
　３千トンがんぺきができて，
塩釡港は発展しましたが，その後，
船はますます大型になってきま
した。
　そこで，１万トンの船でも入れ
る港をつくる工事が１９５４年
（昭和２９年）から始められまし
た。完成したのは１９７０年（昭
和４５年）です。

たいしょう

あさ

そう　こ

ねっしん

きんだいてき

　ちょう

うんそうがいしゃ

こう 　ろ

こうつう

はたら

どのようにして大きな
船も入れるがんぺきが
できあがっていったの
か，調べてみよう！

しょう

はってん

なかていざんどおり

かんせい

はじ

おおがた

しま

浅い海のどろをとりのぞく工事

３千トンがんぺきの工事

１万トンがんぺきの工事

お　じま

わ

う

お

しら



 89

　
　
　
つ
た
わ
る
ね
が
い

５ 
き
ょ
う
土
に

　最初の魚市場は１９２９年（昭和４年），築港工事
でつくられたがんぺきにできました。そのころは
りっぱな魚市場でしたが，漁船が大きくなり水揚げ
される魚も多くなったのでせまくなりました。
　そこで，港の南がわにあった魚市場を，今の場所
（新浜町）につくりかえました。

　港の南がわの貞山通には，工場や
石油配分基地などがつくられました。
　１万トンがんぺきには，貨物
をつんだ船が外国からたくさん
来るようになりました。

しょうわうおいち 　ば

ぎょせん

せき　ゆ　はいぶん　き　ち

しんはまちょう

ちっこうこう　じ

か 　もつ

へいせい

漁港と商港
魚市場はいつごろ
できたのでしょう？

　７２４年  （奈良時代）            国府多賀城の設置。このころ塩竈に国府の港 「国府津」が開かれた。
１６８５年（江戸時代）　塩竈に藩主綱村から特別のはからいのおふれがでた（貞享の特例）。
１８８２年（明治１５年）　港をつくる工事が始まった。
１８８５年（明治１８年）　開港場ができた。
１８８６年（明治１９年）　日本鉄道（今の東北本線）の工事の材料を置くところができた。
１８８７年（明治２０年）　日本鉄道が開通した。
１９１５年（大正　４年）　築港の工事が始まった。
１９２９年（昭和　４年）　塩竈魚市場（最初の市場）ができた。
１９３３年（昭和　８年）　築港１期の工事が終わり、３千トンの船が入れるようになった。
１９４２年（昭和１７年）　築港の２期の工事が計画された。　
１９４８年（昭和２３年）　築港２期工事が始まった。
１９５１年（昭和２６年）　新浜町の魚市場の工事が始まった。
１９５９年（昭和３４年）　貞山１号がんぺき（１万トン）ができた。
１９６５年（昭和４０年）　新浜町の魚市場ができた。
１９６５年（昭和４０年）　貞山２号がんぺき（１万トン）ができた。
１９６５年（昭和４０年）　千賀の浦旅客さんばしができた。
１９７０年（昭和４５年）　貞山４号がんぺき（１万トン）ができた。
２０１５年（平成２５年）　東日本大震災で被害を受けた魚市場の工事が始まった。
２０１７年（平成２９年）　新・塩竈市魚市場ができた。

え　ど　じ　だい はんしゅつなむら

はじ

ていざん

ち が うらりょきゃく

かいつう

おざいりょうとうほくほんせんにっぽんてつどう

かいこう　ば

とくれいじょうきょうとくべつ

ひがし に  ほんだいしんさい

めい　じ

たいしょう

ひ　がい

しょう　わ

な　 ら　 じ　 だい こく  ふ    た     が じょう　　せっ  ち こ     う    つ ひら

1965 年につくられた前の魚市場

ていざんどおり

あ
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　塩竈の人びとは，むかし七清水
といって 7 カ所からわき出る水
にたよっていました。
　しかし，人口が多くなり，家が
ふえると，水が不足し飲み水や
生活に使う水にも困るようにな
りました。
　鈴木勘右衛門は，水がなくて
苦しんでいる人々を救おうと，
１７７７年（江戸時代）に自分の
財産と，塩竈の人びとや仙台の商
人におうえんしてもらい，泉沢に
「つつみ」をつくって水をため，
その水を祓川に流しました。祓
川の下流には「せき」をつくり，
ここから竹の「樋」を地中に通し，
井戸にこの水をそそぎました。

くる

かりゅう

ふし

こま

ふ　そく

いずみさわ

はらいがわ

す く

ななしみず

私の頭にかがやく
七つの星は、
七清水をあらわし
ているのよ！

とい

い ど

ざいさん しょうせんだい

竹の節をぬき，中を水が通るようにした。
一辺３０cm くらいの木の立方体に穴を
あけてつなぎに使った。

（３）水道をつくる
 水道の始まり

の

すず　き 　かん 　う　え　もん

ちちゅう

りっぽうたい あないっぺん

ていぼう
このつつみは，今では堤防が築かれ，
遊水池として，水害をふせぐ役目をして
います。

すいがい や く めゆうすい　ち

旧泉沢つつみ旧泉沢つつみ 竹の樋竹の樋

七清水七清水

ほし

あたま

かりまた清水かりまた清水

とらこ清水とらこ清水

小松崎清水小松崎清水

膳部清水膳部清水

花立清水花立清水

からす清水からす清水
江尻清水江尻清水

こまつざきこまつざき

えじりえじり

はなだてはなだて

ぜんぶぜんぶ
はんれい
七清水
川・つつみ
江戸時代のまち
海だったところ　　

にん

きゅうきゅう

きず

は じ
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いずみさわ

すず 　き 　かん 　う　え 　もん

すく

い ど

めい 　じ

み ず ぶ そ く

の

明治時代の水道
人々は，水を求めて
どんな苦労をしたの
でしょう。

　鈴木勘右衛門のおかげで，塩竈は水不足から
救われましたが，年月がたつにつれて泉沢の方
に田や畑が多くなり，竹の「樋」がこわれたり，
きたない水が入りこんだりしました。　
　1886 年（明治１９年）ころには伝せん病の
コレラがはやりました。
　そのため人びとは，飲み水が少なくて大変
困り，町には井戸が少なかったので水をくむ
ために長い時間がかかりました。
　七ヶ浜や多賀城から「水売り」がやってきて，
学校の遠足で子どもたちは自分たちの列の
あとからついてくる水売りから水を買って飲み
ました。
　

で ん

し ち が は ま た　がじょう

みず 　ま 　とよいね

こま

　町長の水間豊稲は，人びとが水が
たりなくて困っているのを見て，何
とか水道をつくらなければならない
と思いました。　
 
  豊稲は利府町の春日水源地の水を
引くことを考え，工事にかかるお金を
苦心して集め，１９１０年（明治４３年）
に工事に取りかかりました。
　とちゅう，いろいろな困難もあり
ましたが，それにうちかって，水道
をつくることができました。

水間豊稲

　塩竈の水道のしごとを記念してつくられ
たものです。
　鈴木勘右衛門をたたえた「祓川の碑」と
いっしょに権現堂浄水場の近くにあります。

か す が すいげん ちり　ふちょう

く 　しん

く　ろう

こんなん
鹽竈水道碑
しおがますいどう　ひ

き ね ん

はらいがわ ひ

ごんげんどうじょうすいじょう

もと

め い 　じ 　 じ 　だ い

と い
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　塩づくりは，縄文時代から始まっ
ていたそうです。
　そのころは海そうにそそいででき
たこい海水を土器に入れ，火で熱し
ながらにつめて塩を作りました。
　このような作り方は平安時代まで
続けられたそうです。
　その後，塩づくりは鉄器に代わり，
今でもそのむかしの方法で塩づくり
をする行事が，毎年７月４日から６日
まで御釡神社（本町）で行われてい
ます。
　１日目は七ヶ浜町の花渕浜沖から
ホンダワラをかり取ってきます。
　２日目は満ちょうのときに，松島湾
にある釡ヶ渕から海水をくんで御釡
神社におさめます。
　３日目の７月６日は「藻塩焼神事」
という，御釡神社のお祭りの日です。
　むかしと同じやり方で塩を作り，
この塩を御釡神社の神前におそなえ
します。
　その後，７月１０日の例祭に鹽竈
神社の本殿におそなえします。
　

はなぶちはまおき

てっ 　き

かいそうるい

へいあん　

お　かまじんじゃ

しち　が　はままち

まん

ぎょう　じ

はじ

ど き

むかしからつたわ
る市の行事を調べ
てみましょう。

ほんでん

もとまち

しんぜん

れいさい しおがま

まつ

も　しおやきしん　じホンダワラのかりとり

※海藻類のなかま
　新年のかざり物や食用にする。

藻塩焼神事

まつしまわん

か ま が ふ ち

塩づくりの行事，
見に行くといいね。

（４）のこしたいもの
　 　つたえたいもの　　
 塩づくりの行事

じょうもん　じ 　だい

（©鹽竈神社博物館）
※

（©鹽竈神社博物館）

しら

つづ

ねっ

か
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塩竈神楽

見てみたいなあ～

　鹽竈神社の「神楽」（神様にささげ
るおどり）は，室町時代にあったこ
とがわかっていますが，今の「塩竈
神楽」のおどりは，大正・昭和時代
に「青麻神社」（仙台市宮城野区）の
人たちから教えてもらい，つくられ
たものです。
　神社のお祭りのときに境内の舞殿
でおどられています。

　今は「塩竈神楽保存会」のみなさ
んが，このおどりを守り，伝え続け
ています。
　第三中学校には「郷土芸能部」，
第三小学校には「郷土芸能クラブ」
があって，この伝統芸能を守ろうと
いろいろな場面でおどっています。

　「塩竈神楽」は，塩竈で一つだけの
神楽として，平成２２年に市の「無形
民俗文化財（民俗芸能）」に指定され，
大切にされています。
　

※むかしの生活の中から伝わってきたおどりや
習慣などのうち，大切にしなければならないもの

むろまち　じ　だい

しおがまじんじゃ

しおがま　か ぐ ら 　ほ　ぞんかい

きょう　ど　げいのう　ぶ

でんとうげいのう

しょう　わたいしょう

あお　そ　じんじゃ せんだい　し　みや　ぎ　の　く

まいでん

ば　めん

けいだい
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に

親子獅子

祓の式
はらい しき

おや　こ　じ　し

神社のお祭りのと
きにおどっている
のよ！

か ぐ らし お が ま か ぐ ら

みんぞくぶん　か　ざい みんぞくげいのう し 　てい

む 　けい

しゅうかん

つづ

※

　
　

つた
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　塩竈市には，むかしのようすを伝
えるものや，むかしからのこってい
るものがたくさんあります。どんな
古いものがあるのでしょうか。

　鹽竈神社は今から１０００年以上
もまえの奈良時代からあるものと
いわれています。
　今の建物は，江戸時代の中ごろに
建てられました。国の「重要文化財」
に指定されています。
　　※むかしからの文化を伝えるもので，とくに
大切でかちのあるもの。

し 　てい

た

し　　わ　ひこじんじゃ

うす

たてもの

な　ら　じ　だい

ふる

咲くのは 4 月の終
わりころ。境内で
みられるよ！

じゅうようぶん　か　ざい

ねん　き　ねんぶつ

しょくぶつ

し 　てい

鹽竈神社 左右宮拝殿

鹽竈神社の鹽竈ザクラ

へいあん　

てん

同じ境内にある
志波彦神社も調
べてみよう！

 鹽竈神社

 鹽竈神社の鹽竈ザクラ

　　薄いピンクの花びらが50～ 60ま
いで一つの花になる鹽竈ザクラは，
平安時代には知られていました。
　さくらの中でもめずらしいので，
神社境内の鹽竈ザクラは，国の「天
然記念物」※に指定されています。
　

※めずらしい植物 , 動物などで国のほうりつで
大切にまもるように決められているもの。

鹽竈神社について詳しく調べたいときは
「志波彦神社・鹽竈神社」　公式サイトへ　　
　　　　　http://www.shiogamajinja.jp/

え　ど　

けいだい

くわ

しおがまじんじゃ

さ　ゆうぐうはいでん

つた

※

しら

（©鹽竈神社博物館）

（©鹽竈神社博物館）
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四口の神釡

見てみたいなあ～

　本町の「御釡神社」には，塩づく
りを伝えたといわれる「しおつちお
じのかみ」の使った釡をまねて鎌倉
時代と室町時代に作られたといわれ
る四つの神釡があります。これには
いつも潮水が満たされていて，世の
中に変わったことがある前に水の色
が変わるといわれています。
（お祭りについては 92ページ）

　鹽竈神社境内の日時計は，今から
２００年くらい前に，仙台藩の林子平が
考えて作ったものといわれています。
　これは，平らな石の上に時こくが
きざまれていて，太陽の光のかげで
時間を計るものです。
　神社の博物館に展示されています。

　「夕されば 潮風越して みちのくの
野田の玉川 千鳥鳴くなり」と歌われた
「野田の玉川」は玉川にあります。
　むかしは，ここまで海がきていて
ながめのすばらしいところでした。

かまくら

もとまち

しおがまじんじゃけいだい

はやし　し　へい

たいよう

むろまち　じ　だい

しおみず み

ま つ

せんだいはん

　
　
　
つ
た
わ
る
ね
が
い

５ 
き
ょ
う
土
に

野田の玉川の碑

日時計

お　かまじんじゃよ ん 　く

ち　どり　な

ゆう しおかぜ　こ

四口の神釡

日時計
ひ 　ど 　け い

野田の玉川の碑
の だ ひ

し ん か ま

はくぶつかん てん　じ

はか

　
　

（©鹽竈神社博物館）

（©鹽竈神社博物館）
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　桂島貝塚は，旧浦戸第二小学校
（今の桂島ステイステーション）の
しき地付近にあります。
　むかし（縄文時代）ここに住んでい
た人々がくらしたあとがわかります。
　食べかすや，使わなくなった道具
をすてた場所は貝塚となって，今で
もしき地の北側や東側にのこされて
います。　
　この貝塚は，むかしの人びとの生
活のようすを知るうえでとても大切
なものです。
　市の文化財に指定されています。

　十二支方角石は寒風沢島の日和山
にあります。
　江戸時代の終わりごろに幕府の役
人によって作られました。
　石には方角をあらわす十二支※が
漢字できざまれています。
　市の文化財に指定されています。

　
※むかしのこよみに使った12種類の動物の名前
　ね（ねずみ），うし，とら，う（うさぎ），たつ，
み（へび），うま，ひつじ，さる，とり，いぬ，
い（いのしし）のこと

ぶんかざい

ひよりやま

市民図書館『タイム
シップ塩竈』には，
むかしの塩竈のよう
すがわかるものがた
くさんあるよ！

しゅるい

かん　じ

じょうもん時代に使われた土器
（桂島貝塚から出土）

十二支方角石

え  ど   じ  だい

ほうがく

大むかしの人は
どんなくらしを
していたのかな！

 桂島貝塚

 十二支方角石

きゅううら  と

ふ  き ん

さ　ぶ　さわ　じま

し てい

ばく　ふ やく

にん

どうぶつ

ど き

しゅつど

し　みん　と　しょかん

じゅう　に　し 　ほうがくせき

かつらしま かい づか

じょうもん　じ　だい


